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人
間
を
「
使
い
捨
て
」
に
す

る
よ
う
な
働
か
せ
方
を
や
め
、

働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を
求
め
る

運
動
が
前
進
し
て
い
る
。

キ
ャ
ノ
ン
、
い
す
ず
な
ど
で

直
接
雇
用
や
正
社
員
化
の
動
き

も
あ
り
ま
す
。
日
雇
い
派
遣
と

い
う
不
安
定
雇
用
は
貧
困
と
格

差
を
広
げ
、
若
者
の
２
人
に
１

人
が
非
正
規
雇
用
で
、
少
子
化

の
原
因
と
社
会
不
安
を
増
大
さ

せ
て
い
る
。

派
遣
労
働
の
実
態
は
。

①
20
人
以
上
の
企
業
は
何
社
で
、

派
遣
社
員
の
企
業
数
は
。

②
何
人
が
派
遣
社
員
か
。

③
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

④
正
社
員
化
の
働
き
か
け
と

地
元
労
働
者
の
雇
用
を
。

①
20
人
以
上
の
町
内
企
業
は

１
３
３
社
あ
り
、
派
遣
社
員

の
企
業
数
は
把
握
な
し
。

②
派
遣
労
働
者
数
は
把
握
し
て

い
な
い
。

③
相
談
窓
口
は
考
え
て
い
な
い

が
、
情
報
提
供
に
努
め
る
。

④
機
会
が
あ
れ
ば
、
町
内
企
業

に
お
願
い
し
た
い
。

命
の
大
切
さ
を
実
感
さ
せ
、

自
分
の
命
を
守
る
力
と
生
き
る

こ
と
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
、
豊

か
な
心
を
育
む
教
育
の
充
実
が

大
切
と
思
う
。
い
じ
め
を
許
さ

な
い
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

こ
と
も
大
切
。
小
・
中
学
校
で

現
在
い
じ
め
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
戦
争
を
知
ら
な
い
子

ど
も
た
ち
に
平
和
学
習
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

昨
年
は
４
件
で
し
た
が
解
決

済
み
。
今
年
度
は
学
校
か
ら
の

報
告
は
０
件
で
す
。
い
じ
め
は

見
え
に
く
い
も
の
な
の
で
見
逃

さ
な
い
体
制
を
作
っ
て
い
る
。

平
和
学
習
は
、
国
語
科
の
中

で
計
画
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。

毎
年
８
月
に
中
学
１
年
生
を
対

象
に
「
平
和
祈
念
講
話
会
」
開

催
や
「
長
崎
青
少
年
ピ
ー
ス
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
に
中
学
生
を
派
遣
。

小
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
を

利
用
し
て
「
ア
ニ
メ
映
画
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

廃
食
油
を
燃
料
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
は
重
要
課
題
で
す
。

町
と
し
て
ゴ
ミ
の
収
集
車
７
台

を
走
ら
せ
る
に
は
６
千
R
が
不

足
で
す
。
も
っ
と
積
極
的
に
自

治
会
へ
広
報
す
べ
き
で
は
。
ま

た
、
商
業
施
設
へ
の
協
力
に
つ

い
て
の
計
画
は
。

ゴ
ミ
収
集
車
は
、
家
庭
か
ら

の
廃
食
油
を
精
製
し
た
「
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
」
で
業
務

を
し
て
い
る
。
４
月
に
衛
生
委

員
会
議
で
回
収
箱
の
設
置
を
依

頼
、
34
自
治
会
の
協
力
を
得
て

い
る
。
今
後
も
協
力
を
求
め
た

い
。
企
業
へ
は
検
討
課
題
。

▲人間らしく働けるルールの確立を
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企
業
の
協
力
は
検
討
課
題

本
事
業
推
進
に
は
地
権
者
を

は
じ
め
と
し
、
周
辺
関
係
者
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
な
も
の

で
あ
り
、
次
の
事
項
は
。

①
用
地
買
収
の
目
途
は
い
つ
ご

ろ
か
。

②
道
路
の
部
分
着
工
の
目
途
は

い
つ
ご
ろ
か
。

③
田
中
道
な
ど
の
浜
幹
線
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
は
。

④
向
ヶ
池
・
大
池
の
接
合
部
は
。

⑤
南
小
学
校
・
南
中
学
校
へ
の

通
学
路
の
変
更
は
。

⑥
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
社
宅
用
地
の
買

収
構
想
は
。

①
西
か
ら
田
中
道
ま
で
の
用
地

境
界
確
定
は
完
了
。
順
次
、

東
へ
用
地
確
定
作
業
を
行
い

な
が
ら
、
鋭
意
地
権
者
と
の

交
渉
を
行
っ
て
い
る
。

②
国
の
補
助
・
用
地
買
収
な
ど

不
確
定
要
素
が
あ
り
決
め
ら

れ
な
い
。

③
用
地
買
収
が
進
捗
し
た
時
点

で
検
討
す
る
。

④
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
む
構
造
を
考

え
て
い
る
。
今
後
、
詳
細
設

計
は
水
利
組
合
と
協
議
し
な

が
ら
決
定
す
る
。

⑤
通
学
区
域
内
の
道
路
状
況
に

変
化
が
あ
れ
ば
、
安
全
な
通

学
路
を
定
め
る
。

⑥
社
宅
用
地
の
買
収
計
画
は
今

の
と
こ
ろ
無
い
。

教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、

教
育
の
重
要
性
、
そ
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。

戦
後
の
民
主
教
育
は
平
等
や

個
人
の
権
利
尊
重
の
あ
ま
り
国

民
の
誇
り
や
公
共
心
を
欠
い
た

日
本
人
の
増
加
を
招
い
た
。

教
育
現
場
で
は
、
い
じ
め
・

不
登
校
・
学
級
崩
壊
が
あ
り
、

ゆ
と
り
教
育
に
よ
っ
て
、
さ
ら

に
学
ぶ
意
欲
・
忍
耐
力
・
学
力

の
顕
著
な
低
下
を
招
き
、
少
年

犯
罪
の
急
増
、
ひ
き
こ
も
り
・

ニ
ー
ト
の
増
加
は
、
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

教
育
と
は
何
か
。
何
が
欠
け

て
い
る
の
か
。
何
が
過
ぎ
る
の

か
。
教
育
の
現
状
を
質
す
。

教
育
と
は
、
人
格
の
完
成
を

目
指
し
、
個
性
を
尊
重
し
つ
つ

個
人
の
能
力
を
伸
ば
し
、
自
立

し
た
人
間
を
育
て
る
こ
と
。
同

時
に
、
国
家
や
社
会
の
形
成
者

た
る
国
民
を
育
成
す
る
と
い
う

使
命
を
担
う
も
の
で
す
。

教
育
基
本
法
に
よ
っ
て
、
教

育
の
責
任
は
第
一
義
的
に
家
庭

に
あ
る
こ
と
が
新
た
に
規
定
さ

れ
た
。
ま
た
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
が

教
育
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
と
責
任
を
自
覚
し
、
相
互
の

連
携
協
力
も
規
定
さ
れ
た
。

学
校
の
教
育
力
の
み
な
ら
ず
、

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上

に
努
め
て
い
く
。

▲浜幹線用地として移転協力を願う住宅群

浜幹線関連事項の見通しは
答弁＝不確定要素がある

住
民
ク
ラ
ブ

永
谷
　
　
修

日
本
共
産
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田
中
　
久
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答
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総
合
的
に
学
習

廃
食
油
の
再
利
用
を

答
弁
＝
木
村
理
事

将
来
を
担
う
教
育
と
は

答
弁
＝
松
田
教
育
長

家
庭
・
地
域
の
教
育
向
上
を




